

















(1)   動θ′rψssθris dmnk.
(2)∃x(P(X)∧_∃y(P(y)∧X≠y)∧D(x))
定名詞句における唯一性
この論理式は (1)が1)存在 :Thereおa professor, 2)唯一性 :There is onけone
professor, 3)叙述 :This individual is drunk。を表すことを示している。
しかし,Russellの説は,「教師は世の中に一人ではないのに (1)が成立する
のはなぜか?」 という疑間を抱かせる。また,tOwards evening we came to ttθ bα″た


























(5) towardS evening we came to ttθ bαれたげα rJ″乙
(ChriStOphersen 1939,in Du Bois)
(6)  I offered her″ノ乃α″グ
Shetook me by ttθ αr“。(Dylan,nod。,in Du Bois)
集合内の少数の要素間には目立った差異がない。 どの個体であるかを完全に同







(7) No problem,I'1l get ttθ
“
αガto do it.




(9) The irstthing we did upon arriving in Santiago was to go to ttθ
′ακたand have a relaxing picnic lunch。




は he,like Other blacks,が示すように,ター ゲットが複数あることが喚起される
とい う。









































(14) Est‐ce queた′7ε′a″r est pass6?







































































αガto do it,(8)Waitett l demand to seeめθ
“` ″
γ!,(9)The irSt■ing we did upon































































(22)  Le livre qucj'ai achetё hier se vend bien。
個体同定される対象 (私が買つた本)と関係同定される対象 (内容との関係に
よつて同定される本。物理的には別の本であっても,内容が同じであれば同じ









(23)  Je vaiS a l'hopital。
(24)  Je paSSerai chez le boulanger ce soir.
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